
Pray for Japan パルシステム東京
東日本大震災復興支援活動報告書 2017

トピックス 布ぞうりでつながる福島と東京 〜「福島スタディツアー」と「手作り布ぞうりの販売」〜

帰還を選んだ人々 〜故郷に戻った今、感じることは〜

福島を応援したい！というみんなの想いが結集！〜古Tシャツの寄付と「わらじ組」の布ぞうり販売〜

福島スタディツアー「ミニ布ぞうり作りで交流！」

パルシステム東京は「3.11を忘れない」を基本視点に、東日本大震災被災者支援のため、
組合員とともに様々な支援活動に取り組んできました。2017年度の取り組みについてご紹介します。

震災から7年

帰還された高木ご夫妻に
「今思うこと」をお聞きしました。

ツアー参加後、「自分たちにも何かできないか」と考えた
若手職員の発案で、わらじ作りの材料となる古Tシャツ
の寄付と布ぞうりの販売を組合員に呼びかけました。※そ
の結果、組合員から予想を大きく上回る寄付と注文が！

▲

古Tシャツの寄付2390枚／応援メッセージ149通

▲

布ぞうり注文・販売数523足
寄付されたTシャツを使って編み上げられた布ぞうり523
足は、「わらじ組」の想いとともに組合員に届けられました。

11月2日〜 3日の福島スタディツアーで訪
れたのは、「わらじ組」の活動場所である 
地域文化交流拠点「楢葉まなび館」（2016
年7月開設）。

「わらじ組」代表の小尾さんから楢葉町への
愛着と心の葛藤をお聞きしたあと、ミニわ
らじ作りを体験しながら、皆さんと交流し
ました。また、この日のために東京から持
参したわらじの材料となる古Tシャツを寄
付しました。

「わらじ組」は、仮設住宅に避難をしていた楢葉
町の人々による布ぞうりづくりのグループ。活動
を通じて地域コミュニティの再生に取り組んでい
ます。作られた布
ぞうりは支援団体
の「ならは盛り上
げ隊」を通じて各
地で販売されてい
ます。

東京電力福島第一原発の事故により大きな影響を受けた福島県。全住民が避難を余儀なくされた楢
ならはまち

葉町は、2015年9月、福島県内で
はじめて避難指示が解除されました。帰還を躊躇する住民も多い中、「戻る」道を選択した人々がいます。2017年度の「福島スタディ
ツアー」では、楢葉町に帰還し、布ぞうりづくりを通じて故郷の地域コミュニティ再生に取り組む「わらじ組」の方々を訪れました。

故郷に帰還して1年あまり。暮らしを取り戻す
にはまだ長い時間がかかりそうですが、日々仲
間と集い、布ぞうりづくりに気持ちを寄せてい
ると、今も息子夫婦や孫と暮らせないもどかし
さや切なさから、ひととき解放されます。
仮設住宅にいたときから編み続けて7年、パル
システム東京のみなさんはじめ、多くの関心あ
る方々に支えられて感謝もしきれません。これ
からもご声援いただけると光栄です。 高木秀勝さん・タツ子さん

「わらじ組」の皆さん

（左上）「narahato」は「楢葉とともに歩んでいこう」という
想いを込めた布ぞうりのブランド名

（左下・右）「わらじ組」の皆さんと組合員

組合員から寄付された古Tシャツを
手にする「わらじ組」の皆さん

※府中、大田センター限定企画

予想を上回る反響に、2 ヶ月かけ
て編み上げた523足の布ぞうり！



パルシステム福島と東京の組合員親子が
「いなぎめぐみの里山」で自然を満喫しな
がら、昼食交流や落ち葉のプールでター
ザンごっこを体験。福島の参加者からは

「原発事故以降、外遊びをしていてもどこ
か不安…。でも今日は思いっきり自然の
中で遊び、リフレッシュしました。」との
声が寄せられました。

被災地・被災者に寄り添った復興支援活動を推進します。

学び、行動する！

2017年度助成団体 助成金額
アンサンブル カーナス 140,000円

アンサンブル・ふぁさふぁす 227,000円

いっしょに！東北 352,000円

清瀬子ども劇場　東京の親戚プロジェクト 63,000円

シューレ大有志石巻支援を風化させない会 357,000円

チャイるのネット 130,000円

ハート・のんびる 335,000円

東日本大震災「祈り」実行委員会 257,000円

福島こども支援・八王子 358,000円

福島子ども支援プロジェクト・西多摩 154,000円

福島の子どもたちとともに・世田谷の会 257,000円

藤結びの会 310,000円

特定非営利活動法人復興応援かけこみキャラバン 257,000円

星空キッズツアー 246,000円

星つむぎの村 357,000円

ホッとタイムinキャラバン2017 200,000円

スタディツアーや学習会など、被災地への理解と
復興支援活動への参加の輪を広げます。2被災地を応援！ パル未

ミ

来
ライ

花
カ

基金や福島支援カンパを通じ、
組合員や市民団体等との支援活動の連帯を推進します。

その他、パルシステムグループ全体でも、食品における放射能検査や、FITでんき（再生可能エネルギー）を中心とした
「パルシステムでんき」の推進など、組合員の声に応え、さまざまな取り組みを進めています。

1
震災復興支援基金「パル未

ミ

来
ライ

花
カ

基金」

パルシステム福島 親子歓迎企画

組合員の声に応えて 市民団体等との連携を推進し、原発事故被害者支援や
子どもの甲状腺検診を継続します。3

子どもの甲状腺検診 広域避難者支援

福島支援カンパ カンパ累計額（2012〜2017年度） 5,567万1,970円

助成実績（2014〜2017年度） 延べ57団体 1,427万6,710円

カンパ贈呈団体

に聞きました！
「いわき放射能市民測定室たらちね」

助成グループ

に聞きました！
「シューレ大有志石巻支援を風化させない会」

活動のきっかけ、
活動内容を教えてください。Q

活動のきっかけ、
活動内容を教えてください。Q

 実施期間　2018年2月26日～3月23日

組合員カンパ 8,274,956円

城南信用金庫ボランティア預金利息 1,000,000円

合計 9,274,956円

 贈呈額

団体名 贈呈額

いわき放射能市民測定室たらちね 1,883,113円

沖縄・球
く

美
み

の里 1,455,237円

子どもたちの健康と未来を守るプロジェクト 1,501,365円

ハートフルハート未来を育む会 1,370,390円

ふよう土2100 1,574,661円

まつもと子ども留学基金 1,490,190円

 カンパ贈呈団体

3/24～ 26

12/9・10・16・17 10/1

「パル未
ミ

来
ライ

花
カ

基金」は被災地の支援を続ける組合
員を資金面で応援する基金。2017年度は、16
グループに計400万円を助成しました。

都内での放射線被ばくへの不安の声に応え、子ども達を対
象に甲状腺検診を実施し、189人が受診。今年は「ミニ展
示会」を同時開催し、パルシステムでんきの紹介や、産直
青果の試食等も行いました。

都内避難者や支援者の交流の場として開催する「ふれあい
フェスティバル」。3回目となる今年は都立篠崎公園にてバ
ランゴンバナナを使用した「チョコバナナ」のブースを出
店し、参加者と交流しました。

放射能から子どもたちを守る活動に取り組んで
いる市民団体を支援する「福島支援カンパ」。
2017年度は、8,274,956円のカンパ金が組合員
より寄せられました。

震災から時が経過するにつれてボランティアが減り、現地
の方から「世間から忘れられるのが怖い」と言われ、活動
を継続しています。支援のあまり来ない石巻市の小さな漁
村で漁業の手伝いや、震災後、不登校が増えていることか
ら始まったフリースクールや親の会の支援をしています。

パル未
ミ

来
ライ

花
カ

基金はどのように
役立っていますか？Q

計画をしっかり立て、報告展示パネ
ル等を制作し、社会にも広げていく
ことが可能になっています。全て自
費で活動している時は、被災地の方
から「申し訳ない気持がしていた」と
言われていたので、交流のしやすさ
にもつながっています。

これまで未経験の原発事故と放射能汚染の恐怖と危険に
向き合い、子どもたちの健康を守るために放射能の測定
を始めたことが活動のきっかけです。甲状腺検診や食材、
土壌の放射能測定、海洋の放射能汚染調査などに取り組
んでいます。2017年には、クリニックも開設しました。

福島支援カンパはどのように
役立っていますか？Q

子どもたちの被ばくのリスクが軽減
され、健康な未来を生きるための甲状
腺検診や健康診断に役立っています。

朝倉景樹代表

ホヤの仕掛けづくり（石巻市雄勝町立浜）

落ち葉のプールでターザンごっこ！思いきり里山
をかけ回る子ども達

里山でピザ作りも体験

専門医によるエコー
検診。丁寧な検診に
安心の声が聞かれま
した。

パルシステムの産直
バ ナ ナ を 使 用 し た
チョコバナナは大好
評

甲状腺検診の様子

※�城南信用金庫に預けている東日本大震災復興支援「ボランティ
ア預金」の利息分100万円も、各団体に分配・贈呈しています。 鈴木薫事務局長

福島支援カンパ団体のパネルディスカッションも実施まつりでは、組合員ボランティアも大活躍

東日本大震災復興支援シンポジウム 3/4

元ラジオ福島アナウンサーの大
お お わ だ あ ら た

和田新氏をお迎えして、震
災当時から今の福島についてお話しいただきました。当時
の記憶がよみが
えり、場内からは
すすり泣く声も。
7年経った今、被
災地を想う一日
となりました。

東松島市野
の

蒜
び る

ヶ
が

丘
おか

「まちびらきまつり」 10/15

震災直後から支援を続けてきた宮城県東松島市の仮設住
宅。住民の皆さんは、夏ごろから野蒜北部高台へ移転等を
はじめ、新しい生
活の一歩を踏み
出しました。10
月の「まちびらき
まつり」に出店
し、ともにお祝い
しました。



辻 正一生活協同組合パルシステム東京　専務理事

主な復興支援活動（2017.4.1～2018.3.31）

日 　 程 内 　 容

4月 2017年度 震災復興支援基金「パル未
ミ

来
ライ

花
カ

基金」より16グループに総額4,000,000円を助成

5月5日 宮城県東松島市の福祉施設「のんび～りすみちゃんの家感謝祭」へ食材支援

5月20日
「東日本大震災から6年、支援活動を聞いてみよう！『パル未来花カフェ』」を開催。34人（2016年度助成グループ12団体16人、組合員6人、
役職員12人）が参加／ 講師  江

えさし

刺由紀子氏（NPO法人おはなしころりん理事長）、吉田建治氏（日本NPOセンター）

5月21日 福島支援カンパ贈呈団体、「パルシステム東京 子どもの甲状腺検診」協力団体「いわき放射能市民測定室たらちね」が
「たらちねクリニック」を開設。内覧会に役職員3名が参加

7月1日 「パルシステム東京 東日本大震災復興支援活動報告書2016」を発行

9月 2017年度「市民活動助成基金」より復興支援活動に取り組む「ふんばろうものづくりプロジェクト」、「ジョイスタディ・プロジェクト」
「フェローオーケストラ」に総額700,000円を助成

9月21日 日本生活協同組合連合会主催「被災地見学ツアー＆震災復興支援交流会」に職員2名が参加

9月27日 福島支援カンパ贈呈団体「NPO法人沖縄・球
く み

美の里」へ役職員4人が訪問

10月1日 広域避難者支援連絡会in東京主催「避難者と支援者による2017ふれあいフェスティバル」に出店及び協賛。
554人（うちパルシステム東京は6人）が来場

10月15日 東松島市野
のびるがおか

蒜ヶ丘「まちびらきまつり」に出店及びボランティアとしてお手伝い。18人（うち、組合員10人、役職員8人）が参加。

11月 パルシステム連合会主催「2017年度福島子ども保養カンパ」へ300,000円を組織カンパ

11月2日～11月3日 「2017福島スタディツアー」を開催。31人（組合員20人、役職員11人）が参加

11月26日 「子どもの甲状腺検診キックオフ学習会 『いま』改めて考える　放射能とその影響」を開催。
69人（組合員47人、員外3人、役職員15人、関係者4人）が参加／ 講師  牛山元美氏（さがみ生協病院、医師）

12月2日 チェルノブイリ子ども基金・未来の福島子ども基金報告会「2017年夏　子どもたちの保養・チェルノブイリと福島」を後援。
61人（組合員12人、役職員5人、員外37人、報告団体関係者7人）が参加

12月4日 震災復興支援基金「パル未
ミ

来
ライ

花
カ

基金」2014年度助成グループ「ならは盛り上げ隊」及び、
同グループが支援する「福島県楢葉町わらじ組」からの要請により、組合員にわらじ作りの材料となる古Tシャツ寄付を呼びかけ

12月9日・10日・
16日・17日

「子どもの甲状腺検診」を実施。組合員・役職員・被災地からの避難者の子ども189人が参加
協力：いわき放射能市民測定室たらちね、東京都医療社会事業協会

12月20日 福島支援カンパ贈呈団体「一般社団法人 子どもたちの健康と未来を守るプロジェクト」が活動報告のため来協。役職員3人が参加

2018年1月～3月 福島スタディツアーで訪れた福島県楢葉町「わらじ組」の応援企画として、府中・大田センターにてわらじの材料となる古Tシャツ回収と
手作り布ぞうりの販売を組合員に呼びかけ、古Tシャツ2,390枚回収、布ぞうり523足を販売（スタディツアー参加職員による独自企画）

1月16日 福島支援カンパ贈呈団体「NPO法人まつもと子ども留学基金」へ役職員4人が訪問

1月22日 国際環境NGO「F
エフ・オー・イー

oE Japan」主催の週末保養企画「福島ぽかぽかプロジェクト」へ40万円を組織カンパ

2月10日 楢葉町社会福祉協議会及び、震災復興支援基金「パル未
ミ

来
ライ

花
カ

基金」2014年度助成グループ「ならは盛り上げ隊」からの要請により、
同町仮設住宅での「第7回ならは雪まつり」へ食材支援

2月12日 全組合員配布の情報誌「エコ＆ピースナビゲーター2月号」にて復興応援特集を掲載

2月17日・21日 「2017年度『パル未
ミ

来
ライ

花
カ

基金』会計・活動報告説明会」を開催。2/17に組合員7人、2/21に組合員3人が参加

2月26日～3月23日 「福島支援カンパ」を実施。組合員より8,274,956円が寄せられる。
城南信用金庫ボランティア預金利息1,000,000円とあわせ、総額9,274,956円を6団体に贈呈

3月4日
「東日本大震災復興支援シンポジウム『震災から7年　伝えよう、あの日のこと　応援しよう、震災後のふくしま』」を開催。83人（組合員
34人、員外3人、団体等関係者26人、役職員20人）が参加。／ 講師  大和田新氏（元ラジオ福島アナウンサー）、福島支援カンパ贈呈団体

3月8日 広域避難者支援連絡会in東京主催「第16回広域避難者支援ミーティングin東京」に職員1人が参加

3月24日～26日
「パルシステム福島親子歓迎企画『福島のお友達と一緒に「いなぎめぐみの里山」で自然体験！』」を開催。
101人（パルシステム福島親子14組36人、役職員3人、パルシステム東京組合員親子9組26人、組合員ボランティア8人、
パルシステム東京交流理事親子4組9人、役職員11人、いなぎめぐみの里山グリーンワーク8人）が参加。

Pray for Japan2017　発刊に寄せて

東日本大震災から7年が過ぎました。被災地、被災者の置かれている状況は刻々と変化しつつ
新たな問題がでてきています。防災集団移転先でのコミュニティの再生や、防潮堤の是非を巡
る地域住人の分断、原発事故避難者に対する支援の縮小、打ち切りによる帰還政策の推進など、
支援のあり方も転機を迎えます。そして、いまだに風評被害が続いていることに心を痛めます。
パルシステム東京では、震災直後から大切にしてきた「忘れない」を基本視点にした、被災者
の気持ちに寄り添っていくことをこれからも続けていきます。「私たちに何ができるのか？」を
組合員とともに考え、持続的な支援活動に取り組んでまいります。

パルシステム東京の東日本大震災支援活動ブログでは、
2011年3月からの復興支援活動を紹介しています。
パルシステム東京ホームページ（http://www.palsystem-tokyo.coop）より

発行日：2018年7月1日　発行：生活協同組合パルシステム東京


